
人々が持っている防災意識は
受動的防災意識であり、
自主的防災意識ではない。
だから、考えと行動がマッチングしていないという問題が発生すると考える。
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2019年度◆SGH海外研修◆

　今年度は２年生１名、１年生３名の計４名が参加しました。
マダニア高校との協働学修では、高齢化が進む日本と世界第
４位の人口であるインドネシアという違いを背景に、世代に
焦点をあてたテーマを設定し、それぞれの国内で事前学習を
進めてきました。現地ではプレゼンテーションとディスカッ
ションで防災対策の重要性を確認した他、調理実習や伝統音
楽体験での生徒交流もあり、充実した日となりました。

インドネシア研修 その 1
2019 年 10 月 14 日 ～ 19 日

テーマ「地域防災」

　JICAでの講義が非常に印象的でした。災害が発生すると、日本では次の災害に備えようと
取り組んだり、前回より被害を減らしていこうと意識が高まったりしますが、インドネシア
では「人間の力ではどうすることもできないので仕方がない」と考えるようです。インドネ
シアでは防災対策よりも国の発展を優先するということを知り、その意識に問題があると私
は感じました。インドネシアのような中進国では少しでも防災意識を向上させていく必要が
あり、そのことを防災対策が進んでいる日本の私たちが伝えていくべきだと考えます。
　また、私はこのJICA・ERIA研修で、目標であった「質問をする」を達成することができ
ました。今までの自分にはなかった積極性を引き出すことができ、インドネシアの防災、
JICAの取組、ERIAの取組について、より関心・意欲を持つ結果となりました。今後の課題
にも積極的に取り組める自信を持てるようになりました。
　私が設定する現在の課題は、インドネシアのような、国の発展を望む国に対して、防災の
意識を高めていく方法を考え、提案することです。私の想像以上にインドネシアでは災害が
多く、人々にとって日常茶飯事と化しているために、災害で被害が発生する状況が当たり前
になっているのだと感じました。「被害が起こる」を当たり前だと考えさせないように、自
分に何ができるかを見つめ、実践していきたいです。インドネシアの歴史・文化を学んだこ
とで、視野をより広げることができました。これからの日本で必要になると言われる異文化
理解を、今後、より深めていきたいと思います。

　学校や地域で実施される避難訓練や防災スクールにおいても、受動的な態度で取り組んでいる人が
多く見られる。実際、私自身も日高高校が被災後、避難所としてどのような機能を果たすのか知らな
かったし、自ら知ろうともしていなかった。
　このように、防災の重要性は誰もが認識していることだが、行動が伴っていないのが現状である。
また、高齢者の避難という点では共助が大きな役割を果たすと考えられるが、高齢者の存在や健康状
態を把握できていない人や地域も多い。このような、個人や集団を取り巻く課題を克服することが、
一人でも多くの命を救うことにつながると思う。その手助けを自分たち高校生がどれだけできるかは
分からないが、人々に自主的防災意識を持ってもらい、それを個人のみならず、集団に還元できたら
よいと思う。

事前研修を通して学んだこと　
１年６組　祭本　真由

　
♦日高高校テーマ　　︓｢高齢者にできること｣
♦マダニア高校テーマ︓｢12歳以下の子どもたちにできること｣


